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品」の 16 年度下期の取組実績は、約 5万 3,200 件、約 2兆 600 億円となりました。 

ｄ．その他 

財務内容が良好な中小企業の起債ニーズへ対応すべく、純資産額 1億円以上 5億円未

満の法人に対する「小口銀行保証付私募債」の 16 年度下期の取組実績は、約 130 億円

となりました。 

また、取引の裾野を拡大することを目的に 16 年 12 月に川崎市信用保証協会との提携

商品「クイック保証」の取扱を開始し、17 年 2 月には東京都信用保証協会との提携商

品である「プレミアム提携保証」の取扱を開始する等、17 年 3 月末迄の累計で 10 地域

信用保証協会、15 提携商品の取扱となり、これらの提携商品の 16 年度下期の取組実績

は約 500 億円となりました。 

 

(5) 公的資金の一部返済について 

当社は、整理回収機構にお引受けいただいております公的資金の一部を前倒しで返済

いたしました。 

具体的には、第一種優先株式及び第三種優先株式の一部（合計 2,010 億円）に関し、

整理回収機構を通じ預金保険機構に対しまして、普通株式への転換及び転換後の普通株

式の処分について申出を行い、16 年 9 月 30 日に承認いただきました。 

本件により、同日付で転換された普通株式につきましては、16 年 11 月 2 日に売却が

完了した旨、預金保険機構より公表されております。なお、16 年 11 月 2 日、当社は東

証 ToSTNeT-2（終値取引）により、対当する自己株式の買付を実施いたしました。 

 

(6) 配当政策の状況及び今後の考え方 

当社におきましては、これまでも業務の再構築、リストラによる更なる経費効率化、

財務基盤の強化等を実現してまいりましたが、一層の収益力強化を着実に実施し、内部

留保を蓄積することにより、TierⅠ資本を質・量共に充実させることを基本方針として

おります。 




